
【取組内容】子供一人一人が「自己選択」「自己決定」「自己調整」しながら学ぶ授業づくり

笠岡市立笠岡小学校（岡山県）

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業【実践事例】

１ 単元内自由進度学習及び複線型授業の実践
本校では令和5年度から，研究主題「『見方・考え方を働かせ，学び合い，高め合う児童・生徒の育成』～子ども一人一人
が主語になる１人１台端末の活用を通して～」を掲げて，子供が「自己選択」「自己決定」「自己調整」できる力を身に付け
ることを目指した取組を重ねている。令和5年度は「単元内自由進度学習（一単元分の学習時間を子供一人一人に委ね，各自
が自分のペースに合わせた計画で進める学習）」を中心に取り組んだが，現在では日常的な授業にこうした趣旨の学びが定着
しつつあり，1単位時間ずつを自由進度で行う「複線型授業」が中心となっている。

２ 「自己選択」「自己決定」「自己調整」しながら学ぶための学習環境

こうした「子供に学びを委ねる」学習を保証するために
は，学習環境が重要になる。
• 写真①のように，自分のめあてに応じて，必要な仲間と
協働的に学んだり一人で学んだりすることを各自で選
択・決定できるようにすること

• 写真②③のように，自分のペースで，教師が予め用意し
た学習コーナーや掲示物を活用したり，実験を行ったり
することができるようにすること

• 写真④のように，端末へ調べたことや自分の考えを入力
したり，紙のノートへ書いたりする等の選択・決定がで
きるようにすること

これらは，子供達が学びの中で「自己選択」「自己決定」
「自己調整」を円滑に行うための必須の「環境」と考える。
例えば，一斉授業で③のような理科の実験を行う際には，

① ②

③ ④

一般的にグループで取り組むことが多い。グループで実験をすると，主体的に活動する子供と受動的な態度で過ごす子供と
に分かれることがある。単元内自由進度学習や複線型授業では，必ず一人一人が主体的に実験に取り組むという，一斉授業
に対する良さがある。それは，子供達が学び方を「自己選択」「自己決定」「自己調整」できることによる良さでもある。
さらに大切なこととして，単元内自由進度学習や複線型授業で子供達が「自己選択」「自己決定」「自己調整」しながら
主体的に学んでいると，教師のかかわり方として，多くの子供に対しては「見守る」こと，状況を確認しながら必要に応じ
て声を掛けたり確認したりすることが中心となる。その分，個別の支援が必要な子供に手厚くかかわることができ，その結
果すべての子供に「自己選択」「自己決定」「自己調整」しながら学ぶ機会を用意することができる。



【取組内容】子供一人一人が「自己選択」「自己決定」「自己調整」しながら学ぶ授業づくり

笠岡市立笠岡小学校（岡山県）

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業【実践事例】

３ クラウドを活用する良さ
クラウドを活用することで，「自己
選択」「自己決定」「自己調整」しな
がら学ぶことがより容易になる。
（１）は4年理科「とじこめた空気と
水」で子供が自分の学びを記録した学
習カード（スプレッドシート）である。
一人一人が「自分のめあて」「やるこ
と」「学習のまとめ」「振り返り」を
記録しているが，一連の学習過程につ
いて他者参照ができるので，自分がす
ることを選択，決定，調整することに
カードは寄与している。この他にも一
人一人の学習の進捗状況を参照するこ
とができるシートも活用している。
（２）は６年社会「明治の新しい国
づくり」におけるある時間の板書であ
る。本時自分がどの学習内容に取り組
むかを意思表示するためネームプレー
トを張っている（右側）。例えば，あ
る子供は，当初③に取り組むと表示し
ていたが，他者参照しながら②の内容
が不十分であることに気付き，ネーム
プレートを②に張り替えるという様子
も確認できた。他者参照が，学びの自
己調整に寄与している様子であったと
考える。
クラウドを活用することで，教師も
より多くの子供の学びが把握できるの
で，指導・支援も行き届きやすくなる。

（１）4年理科「とじこめた空気と水」におけるある子供の学習カード（一部）

（２）６年社会「明治の新しい国づくり」における板書



【取組内容】教科書から情報を分析的に読み取り，整理・表現する

笠岡市立笠岡小学校（岡山県）

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業【実践事例】

１ 教科書から情報を分析的に読み取る
高学年で育てたい情報活用能力「知りたいことを図書資料や統計資料など複数の情報を
集めて，整理・分析することができる。」を育成する上で，様々な資料の前に「教科書」
を中心に活用することを重視している。
教科書は，その道の専門家が吟味を重ねて作ったメディアであり，その表現には全て
「意図」が込められている。掲載された写真，図，表，グラフは，本文と関連があり，そ
のつながりを読み解くことで学習内容の理解が容易になる。リーディングスキルの中の
「イメージ同定」「具体例同定」などの基礎読解力を発揮して，子供に教科書を読み取
る・読み解く機会を十分に保障している。

子供が教科書に行った書き込み（6年社会・一部）

特に複線型授業・単元内自由進度学習では，すべての子供が教科書を自分のペースで熟読する光景が定着している。



【取組内容】教科書から情報を分析的に読み取り，整理・表現する

笠岡市立笠岡小学校（岡山県）

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業【実践事例】

２ 自分のめあてに基づいて情報を整理・表現する
子供は，「教科書の図や写真を比べながら共通点や相違点を見付ける」，「本文の該当箇所と図・グ
ラフ等とを結び付ける」，「キーワード等に線を引いて既習事項や関連した内容を書き込む」等の作業
を通して，教科書から情報の収集を行い，社会科の見方・考え方を発揮しながら，内容を整理するスキ
ルを身に付けてきた。その後，自分の学習のめあてに基づいて，Googleドキュメント等のワークシート
へ学習内容を表現した。

6年社会で子供がめあてに基づいて学習内容をまとめたワークシート（Googleドキュメント）（一部）



【取組内容】Google Workspace等を活用した迅速かつ効果的な情報共有

笠岡市立笠岡小学校（岡山県）

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業【実践事例】

１ Google Classroomを活用した校務
子供達が学習活動等でフル活用しているGoogle Classroomは，教職員
が校務等で使う頻度も著しく高まってきている（①）。笠岡市教育委
員会が独自に導入しているグループウェアも活用しやすい機能を備え
ており，現状で教職員は併用しているが，学校のネットワークを離れ
ても情報共有できるGoogle Classroomの活用がいっそう増えてきた。各
教職員がそれぞれの校務分掌に応じて必要な依頼・情報提供を効率的
に行うことができ，校務の負担を軽減している（②）。また，子供の
指導に関わる事例でもあるが，保健室のClassroomでは，一人一人の子
供と養護教諭が１対１でやり取りをするドキュメントの設定がなされ
ていて，ここに悩み等を書き込み相談できるシステムを用意している。
実際，いじめ問題等を発見することができ，教職員間で速やかに情報
共有をして指導に活かすことができた（③）。
教職員が授業等でGoogle Classroomを積極的に活用しているので，
様々なアイディアを活かして校務での活用が進んでいる。今後も迅速
かつ効果的な情報共有が広がっていくものと考える。
２ Google Chatの活用と課題
迅速かつ効果的な情報共有ができる手段として，教職員間で活用で
きるGoogle Chatを設定している。例えば，不審者情報を子供の下校時
までに共有するために，緊急性を要する情報を具体的に・確実に全教
職員へ伝える手段として有効である（④）。一方で，本市教育委員会
の規定により，教職員が私物のスマートフォンなどを教室へ持ち込む
ことは「管理職の許可を得て行う」ことと定められており，日常的に
活用することはできていない。教室で指導に利用する端末はノート型
PCで，手軽に持ち歩くことが難しい。 Google Chatのような手段を有効
に機能させるための環境整備は，本市学校の課題となっている。
３ Google Workspace以外のツール活用
上記した市教委が導入しているグループウェアも併用してペーパレ
ス・効率的な校務が進んでいる。また，保護者・学校関係者への配信
メールシステム・学校ウェブサイトを活用して，学校からの情報発信
のペーパレス化もいっそう進み，働き方改革への寄与が図られてきた。
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